保安林植栽義務例外認定請求書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　北海道知事　様

　　　　　　　　　　　　　　　　請求人　住所

                                        氏名　　法人にあっては名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び代表者の氏名　　　

　次のとおり森林法施行規則第72条第１号（第２号）の規定により、植栽義務の例

外を認定されたく請求します。
	保安林の指定の目的
	

	森林の所在場所
	　　　市郡　　　町村　　　大字　　　字　　　地番

	例外認定が必要
な理由及び面積
	

	植栽義務の停止（猶
予）が必要な期間
	

	主たる更新樹種
	

	天然更新補助作業の
有無、方法及び時期
	

	備考
	


注意事項

１　本請求ができる者は、当該森林の森林所有者に限ること。

２　「例外認定が必要な理由及び面積」欄は、当該請求に係る理由及び認定を受けようとする面積（ヘクタールを単位とし、少数第４位まで）を記載すること。

３　「植栽義務の停止（猶予）が必要な期間」欄は、規則第72条第１号に係る場合は停止の必要期間を、規則第72条第２号に係る場合は、伐採を終了した日を含む伐採年度の翌伐採年度の初日から起算して５年を超えない範囲の期間を記載すること。

　　ただし、規則第72条第２号に係る場合で、当該森林の植栽の義務に「ただし、立竹を伐採し、立木を損傷し、家畜を放牧し、下草、落葉若しくは落枝を採取し、又は土石若しくは樹根の採掘、開墾その他の土地の形質を変更する行為について、都道府県知事の許可又は国有林を管理する国の機関があらかじめ都道府県知事に協議し当該協議の同意（以下「当該許可等」という。）がなされた場合において、当該許可等がなされた区域内において、当該許可等の際に条件として付した行為の期間内に限り、植栽することを要しないものとする。」旨の特例が付されている場合は、当該許可等終了後５年を超えない範囲で、「作業許可終了後５年」等と記載すること。

４　「主たる更新樹種」欄は、規則第72条第２号に係る場合に、当該保安林に係る指定施業要件に植栽することが定められている樹種を記載すること。

５　「天然更新補助作業の有無、方法及び時期」欄は、規則第72条5第２号に係る場合に、天然更新補助作業の予定の有無を記載し、有の場合は方法及び時期を記載すること。

６　規則第72条第１号の規定による認定請求であって、植栽義務の停止に係る際は、備考欄に植栽の方法又は樹種を記載すること。

７　規則第72条第２号に係る場合は、備考欄に次の事項を記載すること。

 (1)  本請求人と当該伐採跡地を生じさせる択伐に係る法第34条第１項の許可申請又は法第34条の２第１項の届出をした者が異なる場合にあっては、備考欄にその旨及び当該届出人の氏名を記載すること。

 (2)　当該伐採跡地を生じさせる択伐に係る法第34条第１項の許可申請又は法第34条の２第１項の届出と併せて請求するものでない場合等にあっては、備考欄に伐採面積（ヘクタールを単位とし、少数第４位まで）を記載し、伐採跡地の区域を明示した図面を貼付すること。

 (3)　規則第60条第１項各号（第10号を除く。）に掲げる伐採として行った択伐に伴う請求の場合はその旨備考欄に記入すること。なお、前２号の注意事項を準用する。

